日本語教育部門 : 日本語研修コース報告（2009年4月～2010年3月） by 後藤 寛樹
2 . 日本語教育部門
日本語研修コ ー ス報告 (2 009 年 4 月，_ 2 0 1 0 年 3 月)
後藤寛樹
1 は じ め に
大学院入学前予備教育 日 本語研修 コ ー ス は， 主 と し て ， 文部科学省 に よ っ て 配置 さ れ る 大使館推薦国
費研究留学生 お よ び教員研修留学生 を 対象 と し た 日 本語集 中 コ ー ス で， 毎年 4 月 と 10 月 に 開講 し ， 各
期 15 週 間 75 日 の コ ー ス を 提供 し て い る 。 富 山 大学留学生 セ ン タ ー で は， 1999 年 10 月 に 第 1 期 を 開講 し ，
2010 年 3 月 に は 第 21 期生を送 り 出 し た。 富 山 大学 に 配置 さ れ る 国 費研究留学生 の 数 は 少 な く ， 受講定
員 に 余裕が あ る た め， 2000 年 10 月 開講 の 第 3 期 日 本語研修 コ ー ス か ら は， 学 内 公募 を 実施 し て ， 大学
推薦国 費研究留学生や私費研究生等 も 受 け 入 れ て い る 。 本稿 で は ， 2009 年 4 月 か ら 開講 し た 第 20 期 と
同年 10 月 か ら 開講 し た 第 21 期 に つ い て 報告す る O
2 受講者
第 20期は ， 文部科学省 か ら の 配置学生 は な く ， 学 内 公募 に よ る 私費留学生 6 人 が受講 ・ 修 了 し た。
第 21 期 は， 文部科学省 か ら 大使館推薦で配置 さ れ た 教員研修留学生 1 人， 日 韓共同理工系 学部留 学生
事業 に 基づ い て 本学 に 配置 さ れ た 学生 (以下， I 日 韓生」 と す る ) 2 人 に 加 え ， 学 内公募 に よ る 私費留
学生 4 人が参加 し ， 合計 7 人が受講 ・ 修了 し た。 第 20 期， 第 21 期 の 受講 ・ 修 了 者 は 表lの通 り で あ る 。
表1 日 本語研修 コー ス受講・修 了者 ( 第20 期・第21 期)
陳 佳 ( チ ン カ ) 中 国 富 山大学 清家 彰敏 教授
沙 子 鈎 ( シ ャ コ キ ン ) 中 国 富 山 大学 唐 政 教授
20 I 銭 友 幸 ( セ ン ユ ウ コ ウ ) 中 国 富 山 大学 清家 彰敏 教授
唐 凌 ( ト ウ リ ョ ウ ) 中 国 富 山 大学 唐 政 教授
王 石 (オ ウ セ キ) 中 国 富 山 大学 中嶋 芳雄 教授
ホ ウ フ ン タ オ ベ ト ナ ム 富 山 大学 山 田 恭司 教授
ス シ ュ ミ タ マ ン ダlレ イ ン ド 富 山 大学 小川 亮 教授
安 大 燥 ( ア ン デ フ ァ ン ) 韓 国 富 山 大学 チ ャ ピ ゲ ン ツ ィ 准教授
金 免 亨 ( キ ム テヒ ョ ン ) 韓 国 富 山大学 松島 房和 教授
21 I婁 艶 輝 (ロ ウ エ ン キ) 中 国 富 山 大学 岡田 裕之 教授
呉 玲 (ゴ レイ ) 中 国 富 山 大学 馬 駿 教授
山 都恰什 托攻 (サ ン ド ゥハ シ ト カ ン) 中 国 富 山 大学 升方 勝己 教授
徐 哲 ( ジ ョ テ ツ ) 中 国 富 山 大学 唐 政 教授
※第20 期 は， 上記の 学生 に 加え， 3 人 の 私費研究生が受講していたが， いずれも コ ースの 修了要件 を満たさず，
修了の 認定が な されな かった。
※指導教員の 職名 は ， それぞれ コ ース修了時点 の 職名を記しである。
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3 コース担当者
第 20 期， 第 2 1 期 と も に ， セ ン タ ー 専任教員 5 人 ( 出 原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 副島健治， 演
田 美和) と ， 非常勤講師 6 人 ( 中河和 子， 深川 美 帆， 藤 田 佐和 子， 松 岡 裕見 子， 要門美規， 横堀慶 子)
が授業 を 担 当 し ， 後藤寛樹が コ ー ディネ ー ト を 担 当 し た 。
4 :::ーJ ススケジ.ユール
第 20 期 は ， 2009 年 4 月 9 日 (木) に 開講式， 同年 9 月 14 日 (月 ) に 修 了 式 を ， 第 21 期 は ， 2009 年
10 月 8 日 (木) に 開講式， 2010 年 3 月 4 日 (木) に 修 了 式 を 行 い ， ど ち らの 期 も 15 週 間 75 日 の 集 中
授業を行 っ た。 各期 の 主 な ス ケ ジ ュ ー ル は 以 下 の 通 り で あ る 。
<第 20 期>
学 内公募選考2009年 4 月 7 日 (火)
4 月 8 日 (水)
4 月 9 日 (木)
4 月 10 日 (金)
5 月 27 日 (水)
6 月 12 日 (金)
6 月 26 日 (金)




フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ ( (株) 生産技術)
「私の国 」 発表会
7 月 25 日 ( 土) ホ ー ムピ ジ ッ ト
7 月 31 日 (金) -8 月 31 日 (月 ) 夏季休業
9 月 2 日 (水) ス ピ ー チ 発表会 ( I私 の 専門」 発表会)
9 月 14 日 (月 ) 修 了 式
<第 21 期>
2009年 10月 6 日 (火) 文科省配置学生 : 諸手続 き ， オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
学 内公募選考
10月 7 日 (水) 学 内 公募受講生 : オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
10月 8 日 (木) 開講式
10月 9 日 (金) 授業開始
1 1月 18 日 (水) 異文化交流パ ー ティー
12月 18 日 (金) I私の国 」 発表会
12月 23 日 (水) -2010年 1 月 3 日 ( 日 ) 冬季休業
2010年 1 月 22 日 (金) フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ (富山 市民俗民芸村 ・ 五百羅漢)
2 月 6 日 ( 士) ・ 7 日 ( 日 ) ホ ー ム ス テ イ ， ホ ー ム ビ ジ ッ ト
2 月 16 日 (火) ス ピ ー チ 発表会 ( I私 の 専 門」 発表会)
3 月 4 日 (木) 修 了 式
5 コース内容
授業 は月曜 日 か ら 金 曜 日 ま で 1 日 4 コ マで， 日 本語 と 日 本事情， コ ン ピ ュ ー タ を 中心 と し た 内容で行 っ
た (表 2 ， 3 参照) 。 初級 ク ラ ス の 文法 10 コ マ 中 8 コマ と 聴解 l コ マ ， 中級 ク ラ ス の 午前 中 の 10 コ マ (文
法 8 コ マ ， 聴解， 会話各 1 コ マ ) は 日 本語課外補講 の 授業 と 合同 で 開講 さ れ る 授業 で あ る 。 通常 の 授業
の 他 に ， 学生 の 個人 の 習熟度 や ニ ー ズ に 合 わ せ た 指導 を行 う た め に ， 特別指導 も 行 っ た。 コ ー ス 後半か
ら は ， 専門課程へ の橋渡 し の 教育 と し て ， 自 分の 専門 に つ い て の口頭発表 と レポ ー ト 作成 を 行 う 「私の
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専門」 プ ロ ジ ェ ク ト も 課 し た 。
第 20 期 は， 受講者 を 日 本語能力 に 応 じ て 初級 と 中級の 2 つ のレベ ル に 分 け て 授業を 行 っ た 。 第 21 期
も 同様 に ， 受講者 の 日 本語能力 に 応 じ て 初級 と 中級の 2 つ のレベ ル に 分 け た が， 中級レベ ル は 日 韓生の
み で あ っ た の で， 日 韓生が専門科目の 授業を受けて い る 時間帯 は， 初級レベ ル の 学生を さ ら に 2 つ の ク
ラ ス に 分 け て 授業を行 っ た。
5. 1 時間割
1 
(8 : 45 � 10 : 15) 
初級 l 中級
表2 第 20 期 日 本語研修コ ース時間割
3 













( 14 : 45 � 16 : 15) 
初級 1 中級
コンビュータ 文法









※ 網 か け のクラ ス は 日 本語課外補講 と 合 同で開講されるクラス である。
表3 第 21 期 日 本語研修コ ー ス時間割
3 4 
(13  : 00 � 14 : 30) ( 14 : 45 � 16 : 15) 
初級 初級/中級* 初級 初級/中級*
コンビュータ コンビュータ 聴解
(漬 田 ) (漬 田 ) (加藤)
作文 特別指導 特別指導
(藤 田 ) (加藤) (加藤・副島) (漬田・後藤)
読解 文字・漢字 日 本事情
(横堀) (漬 田 ) ( 出 原)
コンビュータ|文字・漢字!文字・漢字|コンビュータ
(後藤) I (加藤) I (副島) I (後藤)
会話 l 会話 i特別指導|特別指導
(後藤) I (副島) I (漬田・後藤) I (加藤・副島)
* r 日 本事情J r特別指導」 以外 の午後のクラ ス について は， 日 韓生が出席する水 3 限 の 「文字・漢字」を 中 級レ
ベル と して開講 し ， その他を 初級レベルのクラ ス と して開講 した。
※ 網 か け のクラ ス は 日 本語課外補講 と 合 同で開講されるクラス である。
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5.2 日 本語科 目
初級 ク ラ ス で は ， 基本的 な 日 本語文法 を習得 し ， 運用 で き る よ う に な る こ と ， 文字 につい て も ひ ら が
な や カ タ カ ナ ， 基本的 な 漢字 を 習得す る こ と を 目 的 と し て 授業 を 行 っ た。
中級 ク ラ ス で は ， こ れ ま で・ に 身 に つ けた文法や語葉 の 知識 を も と に ， 中級レベ ル の 文法や語葉 を 習得
し ， 運用 力 を つ け る こ と を 目 指 し て 授 業 を 行 っ た。 さ ら に ， 第 20 期 は， 初級 の 文法事項 の 復習 や整理
の 時間 も 設 け， 基礎力 の 補強 も 行 っ た。
ま た ， ど ち ら の ク ラ ス で も ， 独 自 開発教材 を 用 い て ， 正 し い 日 本語 の 発音 を 身 に 付 け る た め の 指導 も
行 っ fこO
各 ク ラ ス で使用 し た 教科書等 は 以 下 の 通 り で あ る 。
初級 ク ラ ス
主教材 『 み ん な の 日 本語』 初級1， 1I ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『か な マ ス タ ー J (専門教育 出 版) ， rBasic Kanji BookJ Vol. 1 ，  2 (凡人社)
『毎 日 の 発音練習J (独 自 開発 テ キ ス ト )
副教材 『 み ん な の 日 本語 初級で読 め る ト ピ ッ ク 25J r み ん な の 日 本語 書 い て 覚 え る 文型練
習帳J r み ん な の 日 本語初級 や さ し い 作文J ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) ， r わ く わ く 文
法 リ ス ニ ン グ 99J (凡人社) ， r ク ラ ス 活動集 10U r ク ラ ス 活動集 13U ( ス リ ー エ ー ネ ッ
ト ワ ー ク ) ， r絵 と タ ス ク で学ぶ に ほ ん ごJ (凡人社) ， r に ほ ん ご き い て は な し て J ( ジ ャ
パ ン タ イ ム ズ) ， r楽 し く 聞 こ う J r楽 し く 話 そ う J (凡人社) な ど
中級 ク ラ ス
主教材 r J.BridgeJ (凡人社)
5.3 日 本事情
『 日 本語 中級 J30U r 日 本語 中 級 J50U ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『みんなの日本語』初級n ( スリーエーネ ッ ト ワ ー ク )
『新 ・ 毎 日 の聞 き 取 り 50 日 一上一J (凡人社)
n ntermediate Kanji BookJ Vol . 1  (凡人社)
『毎 日 の 発音練習J (独 自 開発 テ キ ス ト )
学 内 か ら 国 際交流学生 ボ ラ ン ティ ア と し て 募集 し た 日 本人学生 と の 交流 ・ 活動 を 通 し て ， 日 本社会 に
つ い て 学び， さ ら に は 習得 し た 日 本語 を 実際 に 使 う 機会 を 提供す る 。
ま た ， 留学生 と 日 本人学生が共 に 自 国 の 言語や文化 に 対す る 関心 を 高 め， 異文化を理解 し ， 異文化 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を養 う こ と を 目 指す。
5.4 コ ンビュー タ
こ の 授業で は， 留学生 が 日 本語環境で コ ン ビ ュ ー タ の 基本 的 な 操作を す る こ と が で き ， ひ ら が な や カ
タ カ ナ ， さ ら に 漢字な ど も 使 っ て ， 正 し い 日 本語 の 入力 が で き る よ う に な る こ と を 目 指す。 ま た ， あ わ
せ て ， 大学で の 勉学 に 必要 な 基本的 な 情報 リ テ ラ シ ー の 習得 も 目 指 し て い る 。
留学生 に は ， 日 本語の コ ン ビ ュ ー タ 用語 が漢字語や カ タ カ ナ語が多 い た め に 難解 で あ る こ と ， 促音や
劫音な ど の 特殊音 の 入力 が難 し い な ど， 特有の 問題が あ る が， そ れ を克服で き る よ う に 指導す る こ と が
大 き な 目 的 で あ る 。 ま た ， 専門課程で の 勉学 に 備 え て ， ワ ー プ ロ ソ フ ト や表計算 ソ フ ト ， プレゼ ン テ ー
シ ョ ン ソ フ トな ど を使える よ う に な る こ と も 目 指 し ， 同 時 に 日 本語で の 電子 メ ー ル の 書 き 方， イ ン タ ー
ネ ッ トの使い方， お よ び そ れ に 付随す る 著作権や セ キ ュ リティ対策 な ど に つ い て も 指導 を 行 っ た。
[使用 テ キ ス ト ] r 日 本語学習者の た め の ア カ デ ミ ッ ク イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン リ テ ラ シ ー」
(独 自 開発 テ キ ス ト )
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5.5 口頭発表プ ロ ジ'エクト
5.5. 1 口頭発表プ ロ ジ.ヱク卜
日 本語研修 コ ー ス に 在籍す る 留学生 は， そ の ほ と ん ど が大学院へ進学す る 予定 の 学生であり， コー ス
が始 ま っ て 半年後 に は そ れ ぞ れ の 専 門課程 に 進ん で専 門 の 勉強 や 研究 を始 め な け れ ば な ら な い。 ま た ，
日 韓生 に つ い て も ， コ ー ス 修 了 後 に は学部の 日 本人学生 と と も に さ ま ざ ま な 授業 を履修 し な けれ ば な ら
な し 、。 本 コ ー ス で は ， 留学生が 日 本 の大学 ・ 大学院 で の 研究活動 を 効率 的 に進め ら れ る よ う に ， スピ ー
チ 発表会で 自 分 の 専 門の内容を簡単 に 説明す る 口頭発表を行 い， さ ら にレポ ー ト に ま と め る と い う プ ロ
ジ ェ ク ト を 学生 に 課 し て い る 。 学生 そ れ ぞ れ の 留学 目 的 に 合 わ せ て ， 大学院進学予定 の 学生 は ， こ れ ま
で 自 国 で研究 し て き た 内容 と 富 山大学で研究 し た い 内容 に つ い て ， 教員研修留学生 は， 自 国 の 教育制度
の 説明 と 富 山 大学で学び た い 内容 に つ い て ， 日 韓生 は， 学部進学後 に 学び た い 内容 に つ い て ， 原稿 を作
成 し ， ス ピ ー チ 発表会で発表 し ， レポ ー ト に ま と め る と い う プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 。 こ の 活動 は， 一般 日
本語， コ ン ビ ュ ー タ ， そ し て 専 門 の 学習 が一体 と な っ て 行わ れ る も の で あ る 。
具体的 に は， 留学生 は 自 分 の 専門 に つ い て ， 専門用語を調べ た り ， 必要 な 情報 を イ ン タ ー ネ ッ トな ど
か ら 得 た り ， あ る い は必要 に応 じ て 所属研究室 の 指導教員 や学生 に 質 問 し た り し た上で， 作文の 時間 に
発表原稿 を作成 し ， コ ン ビ ュ ー タ の 時間 に プレゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト を 使用 し て ス ラ イ ド を 準備 し た。
そ の 後練習 を重ね， 最終的 に は， コ ー ス 修了前 に 開催 さ れ る スピー チ 発表会 で， 作成 し た ス ラ イ ド を示
し な が ら プレゼ ン テ ー シ ョ ン を 行 っ た C5 .5 . 2 参照) 。 さ ら に ， 学生 は 発表原稿 を元 に し て レポ ー ト を作
成 し た 。 学生 の 作成 し たレポ ー ト は ， 第 20 期， 第 21 期 の も の を ま と め， 日 本語研修 コ ー ス 修了レポ ー
ト集 『 ら い ち ょ う 』 と し て 発行 し た C5.5 .3 参照) 。
5.5.2 スピーチ発表会
ス ピ ー チ 発表会 は， 第 20 期 は 2009 年 9 月 2 日 (水) に ， 第 21 期 は 2010 年 2 月 16 日 (火) に ， そ
れぞれ午後 1 時半 よ り 開催 し た。 第 20 期 は 25 人， 第 21 期 は 24人の 出 席者 が あ っ た。 出席者 は 学生 の
指導教員 や セ ン タ ー に 関係 の あ る 教員， 学務部学生支援 グ ル ー プ留学支援 チ ー ム 職員， ホ ス ト フ ァ ミ
リ ー ， 富 山 大学 の 留学生 お よ び 日 本人学生 な ど で あ る 。
留学生 は， 発表会 に 向 け て ， 指導教員， 同じ研究室 の 先輩留学生， 日 本人学生に協力 し て も ら い な が
ら 熱心 に 準備 を 進 め た 。 教員 が原稿 を朗読 し テ ー プ に吹 き 込ん だ も の を作成 し て 学生 に 渡 し た り ， 授業
時間以外 に も 発表 の 原稿 を チ ェ ッ ク す る な ど し て ， 指導 に あ た っ た。
5.5.3 修了レポート集作成
ス ピ ー チ 発表会 で口頭発表 を 行 っ た 原稿 を も と にレポ ー ト を 作成 し ， 修了レポ ー ト 集 『 ら い ち ょ う 』
と し て 発行 し た 。 留学生 は 各 自 の 専門 に つ い て のレポ ー ト を 作成 し た 他， そ れ ぞ れ の 期の中表紙， 寄せ
書 き ， 写真 の ペ ー ジ な ど を共同 で作成 し た 。 各 自 の 能力 を発揮 し ， 話 し 合 い を 進 め な が ら ， コ ン ビ ュ ー
タ の 授業で学ん だ さ ま ざ ま な 文書 の 作 り 方 な ど を 能率艮 く 活か し ， 完成度 の 高 い文集を作 り 上 げ た 。
6 成績評価
初級 ク ラ ス で は， メ イ ン テ キ ス ト crみ ん な の 日 本語Jl) に 基づ く 定期試験 お よ び文字 ・ 漢字の 試験 を
実施 し ， 中級 ク ラ ス で は ， メ イ ン テ キ ス ト crJ . BridgeJl r 日 本語 中 級 J301 J] r 日 本語 中 級 J501 J]) に 基
づ く 定期試験 を 実施 し ， ま た ， 聴解， 会話， 漢字の ク ラ ス で も そ れ ぞ れ試験 を 実施 し た。 口頭発表 プ ロ
ジ ェ ク ト に つ い て も ， 原稿 と 発表会当 日 の 発表 を 教員 が採点 し ， プ ロ ジ ェ ク ト の 成績を 出 し た。 コ ー ス
修 了 時 に ， 定期試験， そ の 他 の 試験， 口頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト の 成績を 総合 し て ， コ ー ス 全体 の 成績判定
を 行 い ， コ ー ス へ の 出 席率 も 含 め た 成績表を作成 し て ， 受講者本人 と 指導教員へ通知 し た。
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7 コ ー ス評価
日 本語研修 コ ー ス で は， コ ー ス 改善 に 役立て る た め に ， コ ー ス 終了 時 に コ ー ス エ バ リ ュ エ ー シ ョ ン の
ア ン ケ ー ト を行 っ て い る 。 実施前 に ， 成績等 に は 全 く 影響 し な い こ とを伝え た上で， 授業の 内容， テ キ
ス ト ， 教 師 の 教 え 方， コ ン ビ ュ ー タ 授業， 口頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト ， 日 本人学生 と の 時間， ホ ー ム ス テ イ ・
ホ ー ムピ ジ ッ ト に つ い て ， 調査を行 っ た。 そ れ ぞれ の 期 の コ ー ス 評価 の 結果 を 表 4 ， 表 5 に 示す。 な お ，
回答方法 は ， 5 段階で評点 を つ け る も の と ， 与え ら れ た 選択肢か ら 該当 す る 答 え を選択す る も の と が あ
る が， 回 答結果 に つ い て は 後者の結果 のみを掲載 し て い る 。 第 21 期 の 回答結果 に つ い て は ， ア ス テ リ
ス ク がつ い た項 目 は ， 日 韓生 も 含 め た 回答結果で あ る 。 ま た ， 自 由 意見は 日 本語 ま た は 英語で記入 さ せ，
英語か ら 日 本語への 翻訳， 日 本語 の 訂正 は コ ー ディネ ー タ ー が行 っ た。
表4 第20 期コー ス 評価
質問及び 回 答結果
( コー ス 全体)
コ ー ス は役 に 立 っ た か : 5 段階評点
ス ケ ジ ュ ー ル は ど う だ っ た か :
忙 し す ぎ る 1人， 忙 し い 1 人，
ち ょ う ど い い 4 人
日 本語は上達 し た か :
し た 4 人， 普通 2 人
( 日 本語の 授業)
授業 は ど う だ っ た か : 5 段階評点
教科書 は ど う だ っ た か : 5 段階評点
ハ ン ド ア ウ ト は ど う だ っ た か : 5 段階評点
教 師 の 教 え 方 は ど う だ っ た か : 5 段階評点
( テ ス ト)
テ ス ト は ど う だ っ た か : 5 段階評点
テ ス ト は多 か っ た か :
多 い 1 人， ち ょ う ど よ い 5 人
( コ ン ビュー タ授業)
授業 は 役 に 立 っ た か : 5 段階評点
テ キ ス ト は ど う だ っ た か : 5 段階評点
教 え 方 は ど う だ っ た か : 5 段階評点
( 口頭発表プロジェク卜)
プ ロ ジ ェ ク ト は た い へ ん だ っ た か :
た い へ ん 3 人， ふ つ う 3 人
プ ロ ジ ェ ク ト は役 に 立 っ た か : 5 段階評点
発表会 は 役 に 立 っ た か : 5 段階評点
( 見学)
見学は楽 し か っ た か :
は い 6 人
見学場所 は 適 当 だ っ た か :
は い 6 人
見学の時期は適当だ っ た か :
は い 6 人
自 由 意 見
- 見学が ち ょ っ と 少 な L 、。
・ 私 は こ の コ ー ス が好 き です。
- 授業 は ち ょ っ と 速 い です。
ど ん な と こ ろ が楽 し か っ た か
・ 知能 ロ ボ ッ ト を見 た 。
・ ロ ボ ッ ト が好 き だ。
・ ロ ボ ッ ト を 見 た 0
・ 踊 り を踊 る ロ ボ ッ ト を 見 た。
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( ホー ムビジット) 参加した 5 人の 回答
ホ ー ム ビ ジ ッ ト は楽 し か っ た か:
は い 5 人
ホ ー ム ビ ジ ッ ト の 時期 は 適 当 だ っ た か:
は い 5 人
( 日 本事情)
日 本人 と 一緒 に 勉強す る の は ど う だ っ た か:
( 自 由 記述 の み)
日 本の 文化 を知 ら な け れ ば な ら な い と 思 う か:
思 う 6 人
ど ん な と こ ろ が楽 し か っ た か
. パ ー ク ゴルフを し た 。
・ 日 本 の 文化 と 習慣を理解 し た0
. 祭 り を 見 に 行 っ た 。
- 日 本語 を よ く 練習 し ま し た 。 よ か っ た と 思 い ま
す。
- 役 に 立 ち ま す0
・ 一緒 に ス ポ ー ツ を し た ら い い と 思 い ま す0
・ 楽 し か っ た 。 (2 人)
・ 役 に 立 ち ま す。 日 本 の 文化 を た く さ ん 教 わ り ま
し た。
ど う し て そ う 思 う か。
・ 子 ど も の と き から 日 本 の 生活 と 習俗が好 き だ か
り。
- も し ， 日 本 の 文化 が わ かれば， 生活 し や す く な
り ま す。 そ し て ， 日 本 の 友 だ ち と 話す の も 簡単
に な り ま す。
質問及び 回答結果
表5 第21 期コー ス 評価
自 由 意 見
( コー ス 全体)
コ ー ス は役 に 立 っ た か: 5 段階評点
ス ケ ジ ュ ー ル は ど う だ っ た か:
忙 し い 2 人， ち ょ う ど い い 3 人
日 本語 は 上達 し た か* . 
し た 4 人， 普通 2 人， し な か っ た 1 人
( 日 本語の 授業) 本
授業は ど う だ っ た か: 5 段階評点
教科書 は ど う だ っ た か: 5 段階評点
ハ ン ド ア ウ ト は ど う だ っ た か: 5 段階評点
教 師 の 教 え 方 は ど う だ っ た か: 5 段階評点
- ち ょ っ と 速 い と 思 う 。
・ 会話の練習 が た く さ ん あ っ た方が い い。
- よ く 計画 さ れ た コ ー ス だ っ た 。
・ ち ょ っ と 速 し 、。 も っ と 進度が ゆ っ く り の 方が し 、
。、'LU 
- 日 本語 の 授 業 は と て も いL、。 4月 か ら も時間が
あ る と き に 留学生 セ ン タ ー で 日 本語を勉強した
。、puv 
- 学部 に 入 る た め に は， 今足 り な い と 思 う 0
・ ち ょ う ど よ か っ た が， 学生 の 数が も っ と 多 か っ
た ら い い と ，思 う 。
( テ ス ト) 本
テ ス ト は ど う だ っ た か: 5 段階評点
テ ス ト は 多 か っ た か:
ち ょ う ど よ い 5 人， 少 な い 2 人
- テ ス ト の 前 に も っ と 復習 が あ る と よ い0
. も っ と た く さ ん あ っ た方がいい。
・ テ ス ト は難 し か っ た が， 役 に 立 っ た0
・ 少 し し か勉強 し な く て も ， 普通 の 点数が取れた
の で， も っ と 勉強 を が ん ばろ う と い う 気持 ち は
あ ま り な か っ た 。
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( コ ン ビュー タ授業)
授業 は 役 に 立 っ た か: 5 段階評点
テ キ ス ト は ど う だ っ た か: 5 段階評点
教 え 方 は ど う だ っ た か: 5 段階評点
( 口頭発表プロジェクト) 率
プ ロ ジ ェ ク ト は た い へ ん だ っ た か:
た い へ ん 2 人， ふ つ う 5 人
プ ロ ジ ェ ク ト は役 に 立 っ た か: 5 段階評点
発表会 は役 に 立 っ た か: 5 段階評点
( 見学)
見学 は楽 し か っ た か:
は い 5 人
見学場所 は 適 当 だ っ た か:
は い 5 人
見学の 時期 は 適 当 だ っ た か:
は い 5 人
( ホー ムス テ イ・ホー ムビジット) 本
ホ ー ム ス テイ ・ ホ ー ム ビ ジ ッ ト は 楽 し か っ た か:
は い 7 人
時期 は 適 当 だ っ た か:
は い 7 人
( 日 本事情) * 
日 本人 と 一緒 に 勉強す る の は ど う だ っ た か:
日 本 の 文化 を知 ら な け れ ば な ら な い と 思 う か:
思 う 7 人
- 日 本語 を 使 う 自 信 を つ け る の に い い 機会 だ っ
fこ0
・ 日 本語 の 練習 に い い0
. 少 し 大変 だ っ た。
ど ん な と こ ろ が楽 し か っ た か
・ 日 本 の 文化 を知 る こ と が で き た。 (3 人 )
・ 日 本の 古 い も の が楽 し か っ た。
・ 五百羅漢。
- 日 本文化 を 学べ る と こ ろ へ行 き た い。
- 土日 に 行 け る と も っ と よ L 、。
ど ん な と こ ろ が楽 し か っ た か
・ ホ ス ト フ ァ ミ リ ー が と て も 親切 だ っ た0
. ひ な 人形 を飾 っ た0
・ 日 本人家族 と 一緒 に 食事 し た り ， 遊ん だ り し た。
よ か っ た と 思 う 。
・ 日 本人の生活を体験 で き た0
. 日 本 の おい し い 食べ物。
・ 学校以外 の 日 本人 に 会 え た こ と 。
- す ば ら し い経験で し た 。
・ よ か っ た。 日 本語 の 勉強 に な っ た し ， 日 本 の 文
化 に つ い て も 知 る こ と が で き た。
- と て も 楽 し か っ た と 思 う 。
・ よ か っ た。 (2 人 )
・ 日 本 の 友達 が い な い か ら ， 日 本語 を 練習 す る の
に 一 番 い い機会 だ っ た。
・ 中 級 レ ベ ル の 会 話 が で き た ら も っ と い い と 思
つ。
ど う し て そ う 思 う か。
・ 将来 日 本語 を 教え な け れ ば な ら な い の で， 日 本
に つ い て 知 る い い機会 に な っ た。
・ 日 本人 と 交流す る と 日 本の 文化が よ く わ か る 0
・ 日 本で生活す る た め に は， 日 本語だ け で は な く ，
日 本 の 文化 も 知 ら な け れ ば な ら ない と 思 う 。
・ 日 本 で生活す る の に 必要。
・ 日 本で長 く 生活す る の で， 日 本 の 文化 を 知 る こ
とが必要。
- 自 分 の 国 と 文化 が違 う か ら 。
・ 日 本人 と 接す る 機会 が あ る か ら 。
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こ の コ ー ス は 1 日 4 コ マ ， 75 日 間 の 集 中 コ ー ス と い う こ と も あ り ， 受講者 の 中 に は研究活動 を 同 時
に 進 め な が ら 受講 し て い る 留学生が L 、 る た め， ど う し て も ス ケ ジ ュ ー ル が忙 し い と と ら え ら れ て し ま う
傾 向 が あ る 。 と は い え ， 第 20， 2 1 期 と も に ， コ ー ス は 役 に 立 っ た か と い う 問 い に 対 し て ， 5 段 階評点
で も 平均 4.7 以上の 回 答 が得 ら れ て い る こ と か ら ， 受講者 の コ ー ス へ の 満足度 は 高 か っ た と 言 っ て よ い
だ ろ う 。 自 己 の 日 本語 の 上達度 に つ い て の 問 い に ， 多 く の 学生が 「上達 し た 」 と 答 え て お り ， こ の 点 か
ら も 受講者 の コ ー ス へ の 満足度 の 高 さ が う か が え る 。
日 本語 の 授業や テ ス ト に つ い て の 問 い で は ， 5 段階評点 で は ど の 項 目 も 平均 4.5 以上 の 回答が得 ら れ
て い る が， 自 由 記述で第 20， 2 1 期 と も に 「進度 が速 L 、」 と い う 記述 が 見 ら れ た。 ど ち ら も 初級 の 学生
の 回答 で あ る が， 初級 ク ラ ス で は 75 日 の 授業期 間 で 『 み ん な の 日 本語Jl 1， II を 終 え ， 聞 に 定期 テ ス ト
も 数回入 る た め に ， 1 日 な い し は 2 日 で l 課進 む と い う ス ケ ジ ュ ー ル に な っ て お り ， ど う し て も こ の よ
う な 意見が 出 て し ま う こ と が あ る 。 こ れ ま で も 在籍者の数や学習状況等 に 応 じ て ， ス ケ ジ ュ ー ル の 調整
を 行 っ て き て い る が， 間 に な る べ く 復習 日 を 入 れ る な ど し て ， 学生 の 負 担 が少 し で も 軽 く な る よ う に ，
授業 ス ケ ジ ュ ー ル の 調整や検討 を 引 き 続 き 行 っ て L 、 く 必要 が あ る 。
コ ン ビ ュ ー タ の 授業や 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も ， 概ね高 い 評価 を 得 て い る 。 富 山 大学 に 留学
生 セ ン タ ー が設置 さ れ た 当 初 は， コ ン ビ ュ ー タ の 扱 い に 慣 れ て い な い留学生 も 多 か っ た が， 最近 で は ，
来 日 前 に 既 に 母語環境 あ る い は 英語環境 の コ ン ビ ュ ー タ を 使 い こ な し て い る 留学生 が ほ と ん ど で あ る 。
そ の よ う な 状況 に あ っ て も コ ン ビ ュ ー タ の 授業へ の 評価 は 高 く ， そ れ だ け 日 本語環境 で の コ ン ピ ュ ー タ
の 使用 は留学生 に と っ て 困難を伴 う も の だ と 言え る だ ろ う 。 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト は， そ れ ぞ れ の 専 門
に つ い て 日 本語で説明 す る と い う プ ロ ジ ェ ク ト で あ り ， 発表会 に い た る ま で に か な り の 労力 と 時 間 が必
要 と な る 。 実際， 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に 対す る 質問 で も ， I大変 で あ っ た 」 と い う 回答が見 ら れ た が，
一方で， 自 由 記述で は， I 日 本語 を使 う 自 信 を つ け る の に い い機会 だ っ た J I 日 本語 の 練習 に い い」 と い
う 記述 も 見 ら れ， こ の プ ロ ジ ェ ク ト が学生 に と っ て 良 い動機付 け に な っ て い る こ と も う か が え る 。
見学， ホ ー ム ス テイ ・ ホ ー ム ビ ジ ッ ト ， 日 本事情 に つ い て も 概ね 良 い評価 が得 ら れ た。 受講 し た 学生
た ち は ， こ れ ら の 機会 を， 学ん だ 日 本語 を 使 う 練習 の 場 や 日 本 の 文化や週間 を学ぶ場 と し て ， 教室で の
日 本語学習以外 に 日 本や 日 本語 に つ い て 学 ぶ 良 い 機会 だ と と ら え ら れ て い る よ う で あ る 。
8 おわ り に
大学 院入学前予備教育 ・ 日 本語研修 コ ー ス は ， 2009 年 9 月 で， 第 1 期 の 開講 か ら 丸 山 年 を 迎 え た 。
2010 年 3 月 に は 第 21 期生を送 り 出 し ， こ れ ま で の 修了 生 は ， 文部科学省 か ら の 配置学生， 学 内措置 に
よ る 受講者 を 合 わ せ て 145 人 と な っ た。 こ の 10 年 の 聞 に も ， コ ー ス を 取 り 巻 く 状況 の 変化 な ど に 合 わ
せ て コ ー ス 内容等を少 し ずつ 変え て き た が， 引 き 続 き コ ー ス の 運営 の あ り 方や 内容等を検討 し て い く 必
要 が あ る 。 特 に ， 日 本語研修 コ ー ス の授業の一部 を 日 本語課外補講 と の 合 同 ク ラ ス と し て 開講す る よ う
に な っ て 4 年が経過 し ， 合同 ク ラ ス と し て の 利点 も あ る 反面， ニ ー ズ や 出 席要件の 異 な る 学生が 同 時 に
授業 を 受 け る こ と に よ る 欠点 も 見 え 始 め て い る 。 2010 年度 に は， こ れ ま で研修 コ ー ス 単独 の 授業 と し
て 開講 し て い た 初級 ク ラ ス の 一部 の 授業科 目 およ び 内 容 を 改 め ， 日 本語課外補講の 学生 も 受講で き る よ
う に す る こ と に な っ て い る 。 つ ま り ， 合 同 授業 と な る 科 目 が新た に 増 え る こ と に な る の で， 現在見え て
き て い る 合 同 ク ラ ス の 欠点 を ど の よ う に 補 っ て い く か が大 き な 課題 で あ る と 言え る 。
ま た ， 第 20 期 は， 3 人 の 学生 が 修 了 要件 を 満 た さ ず に コ ー ス を 修 了 す る こ と が で き な い と い う 残念
な 結果 と な っ て し ま っ た。 こ の 背景 に は， 日 本語 の 学習 だ け で な く ， 大学院入試の 準備 も 含 め た 様 々 な
事情が あ る と 考 え ら れ る 。 コ ー ス あ る い は留学生 セ ン タ ー だ け で は解決で き な い側面 も 有 し て い る と 思
わ れ る が， こ の よ う な こ と が続 け て 起 こ ら な い よ う に す る た め に ， コ ー ス と し て ， ま た 留学生セ ン タ ー
と し て ど の よ う な 対策が取れ る か考え て い か な け れ ば な ら な い。
今後 も ， 指導教員 や留学生の ニ ー ズ を は じ め， 日 本語研修 コ ー ス を 取 り 巻 く 状況 は 変化 し て い く こ と
が予想 さ れ る 。 さ ま ざ ま な 変化 に 瞬時 に 対応 し ， よ り 中 身 の 濃 い コ ー ス が提供で き る よ う に ， セ ン タ ー
教員， コ ー ス 担 当 非常勤講師を は じ め， 受講者の 指導教員 や事務系職員 と も 連携 を密 に し て 指導 に あ た っ
て い き た L 、。
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